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5 月、この春から環境が変わった方もいらっしゃるかもしれません。少

しずつその変化にも慣れてくる一方で、どこか疲れやすさや気持ちの揺ら

ぎを感じやすい時期でもあります。私たちの臨床では西洋医学が基礎とな

っていますが、少し視点を変え、東洋医学では春から初夏にかけては「肝

の季節」と言われています。環境の変化に適応しようと頑張ってきた心身

が、少し遅れて反応し、疲れやゆらぎが表に出やすい頃かもしれません。 

さて、先月号では司法領域での動きを紹介させていただきましたが、拘

禁刑の執行に伴い、作業療法への期待も少しずつ高まってきています。昨

年、山口刑務所から県士会へご相談をいただいたことも、その変化の一つ

の現れです。 

一方で、矯正施設の現場には長い歴史の中で培われてきた価値観や文化

があります。安全の確保や再犯防止に向き合う現場の緊張感は、私たちの

想像以上のものです。私たちは専門職として踏み込むだけでなく、その歴

史や役割を尊重しながら関わる必要を感じます。大きく変えるのではな

く、視点を添え、ともに考え並んで進む関わりが求められているのかもし

れません。「変化」は、司法領域に限らず、私たちが関わるさまざまな分

野においても起きているでしょう。それぞれの現場で求められる役割や関

わり方が、少しずつ変化してきているように感じます。 

ちょっとここで余談で私の日常の話です。私、ヨガを朝、晩と短時間で

すが毎日行っています。その中で、シールシャアーサナ（頭立ちのポーズ

の逆立ち）という姿勢をとっています。逆さになると、当たり前に見てい

た景色が違って見えます。重心の置き方や力の入れ方も変えていくなか

で、過度な力みが緩み整うように感じます。これが、私のマインドセット

となっています。 

慌ただしい日々の中で、ほんの少し立ち止まり、見方を変えてみる。そ

うすることで、新たな視点で人や出来事を見つめていきたいです。 

 

 

 

医療法人和同会 吉南病院 池田晶代 

変わりゆく中で、見方を変える 
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平素より当研究会にご支援いただきまして誠にありがとうございます． 

第 18 回 維新リハビリテーション研究会を下記の通り実施致します．要項をご一読のうえ，下記 QR コ

ードより参加案内希望のご登録をお願い致します．ご登録頂きましたアドレスに当日の案内をお送り

いたします．前回の募集にてご連絡を頂いた先生は，ご登録は不要です． 

 

1. 日 時：R8年 5月 13日（水） 18:30～20:00 

2. 開催形式：Web（ZOOM） 

3. 参 加 費：無料  

4. 生涯教育：日本作業療法士会 基礎ポイント 1ポイント 

5. 内 容：脳神経外科 総論：「CI療法の概要～ 

「行動」から紐解く麻痺側上肢へのアプローチ」18:30～19:00 

整形外科   総論：「手指の解剖」19:00～19:30 

整形外科   各論：「手指の疾患」19:30～20:00 

6. 講 師：  

① 森脇 善幸：メンタル訪問看護ステーション conamu周南 

専門作業療法士(脳血管障害) 認定作業療法士 

② 椙田 芳徳：済生会下関総合病院 

認定ハンドセラピスト 認定作業療法士 骨粗鬆症マネージャー  

 

7. 注 意 点： 

１．参加証明書配布のためインターネット環境下の PCで参加をお願いします 

２．１名につき１つのアドレスでご登録下さい 

３．病院，施設などのアドレスは避け，個人のメールアドレスをご登録ください 

４．複数人での視聴は可能ですが，ポイントはご登録のアドレスの方のみとなります 

５．講義中に提示したスライドなどの資料配布はありません 

8. 問い合せ先 

  維新リハビリテーション研究会 森脇 善幸（もりわき よしゆき） 

  メールアドレス：ishin.rehabili@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会案内 
 

他団体主催の研修会案内 

第 18 回 維新リハビリテーション研究会 開催のお知らせ 

mailto:ishin.rehabili@gmail.com
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昨年より公開してきました 2025 年度アンケート調査の結果についてですが、最終回の今回は全県版の

結果を開示します。 

2025年 7月～2026年 3月末までに、74件の回答がありました。（74件/218施設 回答率：33.9％） 

 結果は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会・部局より 

 

運転と地域移動支援委員会だより 
～施設状況アンケートの結果⑦～ 
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自動車運転再開の希望は、急性期から生活期まで幅広くあることが分かります。また、自施設でで

きる内容について、何等か対応をしていると回答した施設が 70.8％ありました。そのため、対象者が

相談しやすい体制が少しずつ整備されてきている可能性があるのではないかと考えます。 

 移動は、生活支援や対象者の作業を取り扱う上で、非常に重要な因子です。自動車運転に限らず、

対象者の移動を考え生き生きとした生活を支援していけるよう、今後も取り組みをすすめていきたい

と思います。 

 士会（委員会）でできることは限られるかもしれませんが、各施設にて困りごとや相談したい内容

などございましたら、委員も一緒に検討できればと考えています。 

なお、次回アンケート調査は 2027 年を予定しています。その際は、お手数ですが回答にご協力をお

願いいたします。 

 

2026.04.06 

運転と地域移動支援委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 37 回 山口県作業療法学会のご紹介 

https://sites.google.com/view/ube-onoda-asa-otgakkai/%E7%89%B9%E5%88%A5%E8%AC%9B%E6%BC%94%E5%9F%BA%E8%AA%BF%E8%AC%9B%E6%BC%94
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（R8.3.5～R8.4.8） 

＜他県士会ニュース＞ 

秋田県   ニュース Vol.42-№4 

滋賀県 ニュース №19 

新潟県 ニュース №30 

山梨県 ニュース №120 

茨城県 会報誌 ３月号 

愛知県 ニュース №201 

高知県 ニュース №151 

＜冊子・パンフ等＞ 

・日本作業療法士協会 令和 7 年度地域保健総

合推進事業手引き・事業報告書 

・山口県健康福祉部長寿社会課 「やまぐち働

きやすい介護職場宣言」宣言事業所 

・青森県作業療法士会 青森県作業療法研究 

第 34 巻 

 

 

 

 

 

＜新規施設＞ 

（山口地区） 

【株式会社 Life 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ】 

〒754-0074 山口県山口市小郡津市６番１０号 

TEL:083-976-8211 FAX:083-976-8213 

 

（萩長門地区） 

【萩市地域包括支援センター】  

〒759-3411 山口県萩市須佐 4570 番地 5 

TEL:08387-6-2011 FAX:08387-6-3894 

 

（下関地区） 

【下関市こども発達センター どーなつ】  

〒751-0830 山口県下関市幡生新町 1-10 

TEL:083-242-4141 FAX:083-242-4142 

 

【医療法人社団 長府みらいクリニック】  

〒752-0928 山口県下関市長府才川２丁目１２

－１２ 

TEL:083-248-1666 

 

 

 

 

 

 

 

＜不在籍施設＞ 

（宇部野田地区） 

【看護小規模多機能ホームフクシア】 

【シーサイド病院】 

 

（山口地区） 

【あいあい山口】 

【吉田整形外科】 

 

（萩長門地区） 

【萩市国民健康保険弥富診療センター】 

 

（周南地区） 

【光輝病院】 

【有限会社 サンリツ】 

 

（岩国地区） 

【リフレまえだ病院】 

 

 

 

 

 

会費の納入をされた方には、1 年間有効

の県士会の会員証を発行いたします。  

会員証がお手元に届くまでは振込受領証

を必ず保管してください。  

会員証は、総会時にお渡しもしくは、 5

月末に郵送いたします。  

振込済みの方で会員証が届かない方は事

務局までご連絡ください。  

正会員の方へ 2026 年度の会費振込用紙をお

届けしております。各コンビニから振込みがで

きる振込用紙となっております。(郵便局では

使用不可) 

8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含め

ての 8,100 円ですので、郵便局からお振込の方

は指定の振込用紙に金額 8,000 円と記入し振り

込んでください。また、2025 年度会費未納の

方には合算して請求させていただいています。 

お振込みがまだの方は、早急のお支払いをお

願いします。 

 

 

 

事務局より 

 

着文書 

施設情報 
財務 
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・4 月末日以降にお振込みの場合は、会員

証発行に時間がかかる場合があります。

会員証が届くまでは払込受領証を必ず保

管しておいてください。 

・コンビニ用振込用紙を紛失された方は、

郵便局に振込用紙がありますので、会員

氏名・ＯＴ協会会員番号を記入し、年会

費（￥8,000）を下記まで振り込んでく

ださい。 

間違えて、8100 円の納付をされた場合は、超

過分返金いたしませんので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

TEL：083-920-0171 

 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰ

ﾑﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます）。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２０２６年５月１7 日(日) 山口県作業療法士会定期総会を開催いたします。 

今年度は昨年同様、対面＋オンラインのハイブリッド開催を予定しており

ます。 

既にお手元に議案書と議決権行使書が届いていると思います。 

内容をご確認の上５月 11 日までに書類の提出をお願いします。 

皆が顔をあわせ、県士会の活動を直接お伝えできる貴重な機会です。ぜひ

ご参加ください。 

なお、令和 8 年度新入会員の方には入会説明等がありますので、会場にご

参加いただけますようお声掛けをお願いします。 

   

＜日程＞ 

定期総会         10：00～11：00 （受付 9：20～9：50） 

入会説明および手続き     11：15～11:25 

県士会説明会および交流会 11：30～12:30 

 

場所：山口県健康づくりセンター  (山口市吉敷下東３丁目 1-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会費振込先】 

郵便振替口座 記号番号：01590-5-11556    

加入者名：山口県作業療法士会 

ゆうちょ銀行 一五九支店 当座預金 0011556   

加入者名：山口県作業療法士会 

 

２０２６年度定期総会のおしらせ 
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一般社団法人山口県作業療法士会 

令和 7 年度第 6 回理事会 議事録 
議長：木下  書記：岩本    

日 時 2026/03/07（日）14：00～16：40 （場所）：大歳地域交流センター 

1階講座室 

出席者 理事：木下・中村・高山・赤木・池田・河野・石原 

井上・原・古谷・三宅・信久・岩本・大田・ （Zoom参加）岡藤 

監事：築地 

委員：田村・天野・田谷・角上・佐藤・濱本 

出席理事：15名 

 

 

欠席者 理事：鈴木・木原 

監事：小林 

委員：石丸・岡・上田 

欠席理事：2名 

欠席監事：1名 

事務局 久保田・田中  

事務員 児玉・岡崎  

 
文書･委員推薦依頼等報告 
(R8/1/10〜R8/2/27 まで) 
【県･市町より】 
・ 山口県 

健康福祉部：第７回認知症カフェサミッ ト
（R7/12/13開催） 

・ 各市町 
宇部市：シニアすこやかプログラム講師推薦依頼 
長門市：認知症ステップアップ講座 講師派遣依 

頼 →安田 OT 
山口市：Ｒ８年度リハビリ専門職相談派遣の受託 

意向確認について 
Ｒ８年度「山口市自立支援型地域ケア会
議」の助言者の推薦依頼 

 
【その他】 
・ 山口刑務所矯正処置過程への OT協力依頼  

→池田 渡辺 石原 OT 
・ 宇部市乳幼児保健協議会 講師派遣依頼 

→上田 OT 
・ 俵山交流プラザ俵山生きがい大学における講師

依頼 →木下 OT 
・ 萩地域リハビリテーション研究会萩地域リハビリ

テーション研究会研修会講師依頼 →田谷 OT 
・ 山口県薬剤師会 福島 OT 講師礼状 
 
【事務局】 
・ 会員動向確認  2/27現在会員数 965名（前回比：

-1） 新入会員 1名→ 承認 退会者 2名 
・ 次年度組織編制の見直しについて 
特設委員会内に次世代コネクト委員会（仮）を新設．
若い世代の意見を取り入れる．  
県学会在り方検討委員会について，学会運営サ
ポート委員会に統合 
司法領域推進委員会は，常設委員会へ移行する． 

・ パスマーケット終了に伴いピーテックスの使用開始
について.研修に参加できなかった場合について
返金はしない． 
 
□災害対策室 
・ R7 年度 POS 合同災害リハビリテーション研修会
開催 
R8/2/22(日)9：00～12：00 形式：Zoom 参加
者：28名（OT3名，PT28 名，ST2名） 

 

□選挙管理委員会 
・ R8 年度選挙日，立候補締め切りについて，県士
会ニュースに掲載． 
3/9頃，公示書類発送予定 

 
【財務部】 
・ R7年度決算および R8年度予算案の検討 
・ 4月の第 2週に会計監査を予定 

 
【事業部】 
□一般公開講座企画実行委員会 
・ R8/1/25 一般公開講座「5 歳児健診について」 
参加者 54名 
多職種の参加が多く，アンケート内容では，とて
も満足度が高い結果となった． 

 
□企画委員会 
・ R8/2/10 第 2 回会議開催．委員で出た意見を
まとめ，理事に提示していく 

 
【学術部】  
研修会について 
・ R7年度第 2回定期研修会 参加者:12名 1/24(土) 
形式:zoom 
「作業療法面接で引き出した対象者の言葉や背景
をどう捉えるか」 
講師:大野勘太 先生(東京工科大)  

・ 精神部会勉強会 参加者:22 名 1/25(日) 形式:
対面 
「人間作業モデルに基づく作業に焦点を当てた精
神科作業療法」 
※2 つとも概ねスムーズに会の運営が可能であっ
た． 

・ 小児部会が「平熱先生」を講師に迎え勉強会を開
催予定．一般の方も対象にする．会場費が約
150,000 円．規定を超える講師料となるため理事
会での承認を求める．→承認 
一般の方も対象であれば→一般公開講座委員会
より，合同で開催できるか検討の要請あり． 

 
□学会運営委員会 （R8:宇部地区担当）         
・ 第 3回学会準備委員会 会議(対面)  

2/10 19時〜 YIC リハビリテーション大学校に 
て 14名参加.準備委員会広報局にてホームペー 
ジ作成中. 
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【教育部】 
□臨床実習指導者養成講習会 
・ R8/1/31，2/1 に対面開催 参加申し込み：34 名 
参加者：32名（2名欠席） 
来年度以降参加者は減少傾向と予測される． 

 
□MTDLP研修会 
・ 1/12に研修会終了 

 
【広報部】 
・ クリアファイル，ポストイット増刷済み 
・ ポロシャツ完成 
・ レノファ山口 FC 後援者会 山口支部交流会に参
加（2/26 原副会長，笹川 OT，大田 OT） 

 
□啓発活動委員会 
・ 全体会議：2/13 に終了 委員長交代を報告と課
題について共有 

・ 各地区啓発活動の人員調整について，啓発委
員と地区理事で協力し人集めをお願いしたい． 

 
□県士会ニュース編集委員会 
・ 3/18 の 4 月号編集会議にて本年度の事業終了． 

 
【福利部】 
・ 来年度の新人交流会の企画 
 
【地域共生社会推進部】 
□地域リエイブルメント推進委員会 
・ 研修会について 
〇第 3 回：6 地区で対面またはハイブリッド形式
にて実施  
周南地区 1/23（金）対面＠徳山中央病院 参加
者 9名 
下関地区 2/6 （金）対面＠下関リハビリテーショ
ン病院 参加者 16名 
岩国地区 2/6 （金）対面＠岩国医師会病院 参
加者 19名 
萩・長門地区 2/10（火）対面＠萩病院 参加者
OT17 名 PT2 名 行政職 2 名 ケアマネージャ
ー3名 
山口地区 2/10（火）対面＠山口コ・メディカル学
院 参加者 22名 
宇部小野田地区 2/25（水）対面＠YIC リハビリテ
ーション大学校 参加者 27名 

・ 協会関連： 
2/15 地域社会振興部  地域事業支援課 地域
包括ケア推進班主催 
第 3回地域事業支援会議 ZOOM開催  
テーマ：人材育成について 選任者：井上，原参
加 協会委員として田谷が参加 
〇3/13 Eブロック会議 開催予定（ZOOM） 

 
□運転と地域移動支援委員会 
報告 
・ 2/4 山口県セーフティライフセミナー講師対応 
・ 2/26 JAF診療所講師対応 
・ 3/13 JAF診療所講師対応予定 
・ 岩国地区での勉強会（次年度事業）について 
目的：岩国地区での支援体制作りを推進する

（岩国自動車学校にも協力を得て，勉強会を企
画する予定） 
対象：他職種も対象に参加者を募集する予定
（包括，居宅，高次脳関係 など） 

 
□こども支援委員会 
・ R8年こども支援委員研修会：2/1参加者 25名 
・ 2/27宇部市乳幼児保健協議会講演会：上田OT
講師 

・ 3 /2 宇部市 5 歳児健診等健診体制に対する協
議：上田 OT参加 
今後は健診後の療育相談会（仮称）への派遣，
事後フォローの場としての療育の場への派遣の
依頼あり 
頻度としてそれぞれ月 1回ずつの予定．まずこど
も支援委員会の地区委員へ同行を依頼する 

・ 3/9 阿武町へ健診に対する作業療法士派遣の
話し合い 
木下会長，小林 OT（萩地区委員），上田 OT 参
加予定 

・ 委員の変更について 
岩国地区：片岡 OT（療育センター）から生重 OT
（放課後等デイサービスおれんじニコル）の変更
→承認 

 
□住環境福祉機器委員会 
＜生活行為工夫情報事業担当＞ 
・ 生活環境支援推進室「第 2 回 全体会議」 2/14
（土）13時 00分～Zoom 
参加者：中村・原副会長，岡 OT 

 
【制度対策部】 
□保険対策委員会 
・ 2025 年度第 3 回協会長・都道府県作業療法士
会長会議 
日時：R8/2/28(土） R8 年度の診療報酬改定の
概要について 
 

□介護保険対策委員会 
・ R7 年度山口県介護保険関係団体連絡協議会 
第 2回連絡会議 
日時：R8/2/17(火） 
内容：（1）「R７年度 山口県介護保険関係団体フ 

ォーラム」の振り返り 
（2）今後の山口県介護保険関係団体フォ 
ーラムの開催について 
 

【特設委員会】 
□司法領域推進委員会 
・ 2/25 山口刑務所 視察見学 石原 OT，渡辺

OT，池田 OT  
拘禁刑施行に伴い，高齢受刑者や支援を要す
る対象者への専門職介入の必要性が高まって
いる状況を踏まえ，山口刑務所内における生活
機能・認知機能・社会復帰支援の視点から，作
業療法士の意見を求められる．継続支援体制の
構築を検討していく． 

・ 岩国刑務所から常勤 OT の募集があるが，人材
の確保が課題となっている． 
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最近はAIの進化が目覚ましく、様々な場面でAIが使用され業務効率が図られています。その反面、

安易に楽をしようとして、あまりよくない使われ方もされているようです。 

そんな AI、特に今話題の「生成 AI」について名前は聞いたことあるけど、まだ使ったことがない方

もいるのではないでしょうか？ 

生成 AI の『Gemini』（ジェミニ）に説明してもらいましょう。 

 

簡単な文章を入力すると、上記のような文章をものの数秒で作成してくれます。 

AI が勝手にしてくれるので、楽にはなりますが情報の精度の問題やプロンプト（指示文章）によっ

て意図したものが返ってこない場合もあるため、注意は必要です。 

使ってみると、面白く勉強にもなるため、まだ使ったことがない方は是非使ってみては如何でしょ

うか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 生成 AI とは？（簡単な説明） 

生成 AI とは、コンピュータが自ら「新しいコンテンツ（文章・画像・音楽など）」を作り出す技術

のことです。これまでの AI（従来の AI）は、人間が決めたルールに従って「これは猫です」と分類

したり、「明日の天気は晴れ」と予測したりするのが得意でした。一方、生成 AI は膨大なデータを学

習し、そのデータの特徴を掴むことで、「人間が作ったような自然な成果物」をゼロから生み出すこ

とができます。 

 

2. 生成 AI の主な種類 

生成 AI は、何を作るか（出力形式）によっていくつかの種類に分けられます。 

・テキスト生成（対話型 AI） 

できること： 質問に答える、文章の要約、メールの作成。 

代表例： ChatGPT、Gemini、Claude。 

・画像生成 

できること： 言葉で説明するだけで、イラストや写真のような画像を生成。 

代表例： Midjourney、Stable Diffusion、DALL·E。 

・動画・音声生成 

できること： 言葉から短い動画を作成したり、ナレーションや音楽を作ったりします。 

代表例： Veo（動画）、Lyria（音楽）。 

 

まとめ 

生成 AI は、私たちの「創造性」や「作業効率」を劇的に高めてくれる「頼れる副操縦士（コパイロ

ット）」のような存在です。まずは「今日の献立を考えて」といった簡単な相談から始めて、その便

利さを体感してみるのが一番の近道です。 
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【編集後記】 
地域の行事で鯉のぼりを揚げてきました。今までは 80 歳代の方々で揚げられて

おり、今年から若者もお手伝いをする形での参加でしたが、先人の知恵や技術の

高さを感じる機会となりました。 

何となく飾ってあったものが、今年はちょっと思い入れのある鯉のぼりに！ 

地域のシンボルとして伝統を継承していく大切さを感じる機会でした♪  

 

文責：鍵本 

 

 

 

月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

岡本 春奈（リハビリデイサービスプラスワン） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 

 

 

 

 

 

 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫ 

〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   

事務 児玉・岡﨑(TEL/FAX：083-920-0171 E-mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web：http://www.y-ot.jp/ 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 6月号（No.365）は令和 8年 5月 10日が締め切りで、発行日は令和 8年 6月 1日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAILアドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P 英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させていただくことがあります。 

ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YICリハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

山口県作業療法士会 

LINE 公式アカウント 
山口県作業療法士会 

公式 Instagram 
それっちゃデジタル版 

https://www.instagram.com/yamaguchi_ot/
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
http://www.y-ot.jp/
mailto:yot_news@hotmail.co.jp
https://y-ot.jp/members/newsletter/
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